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烟
政
違
诚
と
#
に
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財
迪_

都
1::
と
消
費
財
生_

部
|:,
と
:<
0
#_

は
激
化
裏
て
來
た
0
'
然
か
も
軍
顿 

財
政
を
通
じ
て
造
：
さ
れ
る
通
賀
は
そ
の
ま

X

市
場
に
殘
得
す
る.
か
ら
、
こ
の
場
合
商
品
と
通
貨
と
の

交
流
關
係
に
お

い

て
様
々
な
る 

I

的
問
題
を
纏
す
る
。
#
て.
イ
ン
フ
レ
ニ
シ
*
ン
は
恐
舊
策
と
し
て.
の
有
效
な
る
手
段
で
あ
つ
た
o
然
る
に
こ
の
軍
I

政
の 

ぜ
勘
馨
に
ぉ
い
て
せ
ィ
ン
フ
レ

.
ェ•
シ*

ン
の
進
行
を
脚
此
す
る
？
と
が
極
め
て
重
要
な
る
政
策
と
な
る
の
で
あ
る
。
軍
擴
財
政
は 

省
早
經
濟
的
必
要
と
L
て
發
生
す
る
も
の
で
は
な
く
^

政
治
的
危
機
に
應
ず
る
た
め
の
國
家
的
必
要g

よ
つ
て
逸
行
し
つ
、
あ
る
。

從
つ
て
各
國
は
忑
國
家
的
必
要
を
み
炎
す
嘉
に
、'
そ
の
結
果
坐
ず
墓
々
の
經
濟
的
問
題
を
懈
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
た 

め
、
掘
家
の
經
濟
統
制.
は
常
に
强
化
さ
れ
つ
、
あ
る
o

か
く 

財

政

蒜
-
^
經
濟
的
並
に
^
術
的
問
題
と
同
^
に
、

一
九
產
年
以
後
に
存
る
景
氣
上
界Q

過
程Q

分
析
、
俄
金
利 

政
策
と
公
債
：に

よ

慕

政

蕾

|

滑.

デ

フ

レ

で

'9
ン
政
|

し
5

增
|

爆
が
極
め
て
重
要
|

つ
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た
。
：然
し
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根

本

的

炎

る

，

題

は

、

生

產

活

观

: 1
礎
た
る
原
料
の
維
持
確
保
を
如
何
に
し
て
達
成
す
る
か
で
あ
り
、
ま

た

唐

財_

部
門.

 

費
*
生
產
部E

と
の
間
に
お
け
石
現
實
資
材Q

流
動
の
配
分
を
、
お
蓄
と
悄
f

の
間
に
お
け
る
貨
幣
所
得
の
配
分
に
適
合
せ
し
め
る 

こ
と
で
あ
ら
ぅ
ハ
駄
一〕

。

軍
■

政
に
よ
づ
て
產
す
る
經
濟
問
題
の
核
心
は
一
に
か
V
つ
て
.こQ

、

點
に
あ
る
と
思
は
れ
る
。
言
ふ
ま 

で
も
な
く
取
擴
財
政
は
そ
の
卸
議
に
お
い
て
戰
時
財
政
想

;̂
し
め
る
が
、
戰
時
財
政
に
お
い
て
も
、
財
政
と
經
濟
と
の
謂
聯 

と
し.
て
、
こ
の
點
が
最
も
根
本
的
な
る
問
題
で
あ
る
，こ
と
ぬ
變
り.
は
な
い
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.
小

高

泰

.

雄

ヶ
ル
ン
大
學
に
て
.經
營
比
較
論
と
原
價
計
箅
論
を
講
す
る
著
者
の
最
近
原
價
計
算
を
中
心
と
す
る
工
業
計
算
制
度
に
關
す
る
研
究
を 

纏

め

て

發

表

，し

た

も

0.
.で
ぁ
る
0
箸
者
は
其
：の
講
義
に
就
い
て
原
價
計
算
論
は
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
勘
定
針
畫
論
を
菽
礎
と
し
、 

こ
'れ
と
カ
ル
メ
ス
の
X
業
會
計
論(

1
^
1
1
泣
&
1
1
^
<
:
&

巴
1
:§的)

に
現
は
れ
る
エ
業
會
計
制
度
の
發
展
形
態
を
關
聯
せ
し
め
て
詳
細
な
る 

解
說
を
加
へ
、
之
れ
に
關
し
て
更
に
彼
自
身
の
勘
走
許
畫
と
P

V

•客.A

 

Q

そ
れ
に
就
い
て
論
評
し
て
ゐ
たo

今
本
書
を
見
る
と
、 

第
一
漳
ょ
り
第
四
章
迄
は
大
體
其
の
部
分
に
該
當
し
て
ゐ
る
。
.即
ち
こ
の
部
分
に
於
い
て
著
宥
は
先
づ
第
ブ
章
费
牽
に
於
い
て
エ
業 

看
肝
の 

I 

般

的

特

質

を

概

說

し

た

る

後

、

第
一
一
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に
於
い
て
、
製
造
勘
定
の
發
-M
と
し
て
、.
坐
產
II
入
、
.販
賢
の
一
製
造
勘
定
に
集
合
せ
ら
れ
た
る
最
初
の
靈
ょ
り
原 

料
勘
定
の
分
離
、
販
寶
勘
定
の
獨
立
、
更
に
坐
產
販
寶
勘
定
間
.に
稃
す
名
製
品
勘
定
の
發
展
を
承
す
0(

前
揭
カ
ル
メ
ス
X
業
會
計
論
一
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著
者
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勘
究
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じ
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後
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業
兪
針
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け
る
檩
準
化
の
一
つ
の
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れ
と
し
て
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テ
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を
考
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シ
ュ
マ
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ン
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ッ
ハ
> - 
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び
、
一
九
三
七
苹
布
告
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獨
逸
經
濟
€
案
ね
る
务
れ
に
隸
い
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說
す
る
こ
の
部
分
は
後
に
第
十
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2

、

J

m

)

ゐ
る
。
璧

章

營

業•  H

場
會
計
の
關
聯
に
就
い
て
は.
レ
1
ヴ
チ
ン.•ス
タ
ィ
ン
の
所
謂
計
麗
素
の
單7

.

性
S

形
武
の
單1

蚀
ょ
り 

前
者
の
蕃
性
へ..
の
發
展
S

り
、.
他
面
、‘'
 
i

會
針
と.
營
業
會
訐
棼
離
が
漸
次
に
、/
i
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I

霧

し

，
總
て
、
3

 
i

パ.
，(

ハ
の
i

る
紀
f

.

っ
て
圖
示
し
1

基

殊
 

し
め.
老

&
评
を
援
す
く
る
上
に
役
立
っ
o..
續.
い
て
第
五
章
以
下
、，
寶

產

鏡

代

讓

會

許

に

於

け
る

諸
重
要
部
門
に
就

い

て
 

具
體
的
な
解
說
を
な
し
て
ゐ
る
。..
即
ち
僵
讓
た
る
原
料
賃
銀
計
第
、次
い
て
原
價
計
第
の
諸
形
體

.
た

る

線

合
、
附
加
原
靜
算
法
に 

就
い
，て
論
す
る
。
進
ん
で
近
代
的
原
價
聲
§

に
於
い
て
重
要.
な
る
.計

算

上

の

部

門

を

な

す

原

價

場

製
品
に
關
す
る
研
究
を
行 

っ
て
ゐ
る.

:AJ  ?

種
の
硏

ダ
*
:T

殊

に

往

目

せ

ら

れ

る

の

は

平

衡

數

字

使

用

に

ょ

る

線

合

許

算

法

で

あ
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そ
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弈
者

の

嘗

て
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，ノ
た

る
材
題
で
管

、

こ
と
に
鬆
あ
る
も

の

で

.

あ
るo

そ
の
他
の
部
分
は
、n

般
的
の
請

で

あ

っ

て

、

取

立
て
る
程
の
こ 

と

も

な

い

，
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惟
ふ
に
本
質
を
特
卷
け
て
ゐ
る
轰
大
の.
部
分
は
第
九
第
十
鞏
の
様
に
思
は
れ
る
の
で.
そ
の
部
分
稍
A
謙
し
く
紹
介
し
て
繫
ふ
。 

成

鮮

算

上

獨

逸

麗Q

繁
す
る
諸
項
啟
對
す
る
勘
定
科
目Q

霊

と
.
，
こ

れ

に

關

聯

し

て

優

聲

跫Q

證

倉

如

可
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聯
せ
し
む
べ
き
か
で
あ
る
。
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の

要

求

す
る

損
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餘

上

表

示

す

べ

き
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瞀
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用

項

目
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賃

銀
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嚣
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支

拂

賃

銀

に
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ら

ず

、

费

用

と

し

て

S

せ

ら

れ

た

る

賃

銀

、

旅

行

店

員

に

對

す

る

手

數
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の
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會
支

出

、

(

義
激
納
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意

的
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出

金

)

'■
■
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'

三

、

設
備
財
產.
に
對
け.
る
減
價
銷
却
、(

坐

產

物

、
.貸

金

に

對

す

る

そ

れ

は

收

益

側

に

收

益

減

少

額

と

し

て

擧

げ

る
。〕

邨
、
利
子
、(

收
益
利
子
を
遛
過
す
る
場
合
、
其
の
他
利
子
に
頃
す
る
亥
出)
..

:

五
、.
所
得
.我

ノ

收

益

税

ぃ
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產

税

■
:*
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收
益
項
目

一
、
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用
項
目(

ー
丨
八
に
揭
げ
ら
れ
ざ
る)

を
、
收
益
項
目(

ニ
ー
六
に
特
に
示
さ
れ
た
る
額)

を
差
則
き
た
る
年
次
收
簋
ょ
 ̂

引
き
た
る
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■

ニ
、
參
與
收
益 

■三
、
利

子

四
、
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五
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定
積
立
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じ
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さ
て
こ
の
形
式
を
經
營
許
篤
と
如
何
に
連
續
せ
し
む
'べ
：き

か
.°
若
し
經
營
訃
算
に
於
け
る
原
價
場
所
、
原
價
祖
手
諸
勘
宛
を
洽
€
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b

活
用
す
る
と
、
原
霞
目
勘
定
.に

妻

に
.支
拂
ひ
た
る
原
憤
諸
1

目
を
記
入
し
'て
、
こ
れ
ょ
り
直
接
に
損
益
到
に
^

:
こ
と
に
は 

變
れ
は
な
い
.が

、
'
原

價

場

所

及

组

手

勘

定

に

は

各

原

僧

種

、目

「

に

就j

て
計
算
勘
定
を
起
し
、
こ
の
I

勘
定
ょ
り
次
.い
で
經
營
諸
勘
定 

に
，負
播
/
肯
じ
む
る
こ
と
、
な
る
。
收
益
靈
は
經
篇
定
に
關
係
な
く
損
益
勘
■

移
さ
れ
.る
。
こ
れ
を
勘
定
圖
I

つ
て
示
す
と
次 

の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
方
法
と
原
則
的
にI

致
し
て
ゐ
る
方
法
集
し
て
ゐ
る
も
の
は
一
九
三
七
年q
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後
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支
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勘
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と
K

勘
定
と
の
間
に
經
營
計
算(
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b
l
l
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設
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义
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顧
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顧
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に
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し
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ゐ
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れ
に
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^
一
ー
龃
の
阪
#
勘
.定
は
年
次
針
算
^
原
價
許
算
の
限
界
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
/
* 

..

(

一)

原
懷
計
算
的
性
質
を
，有
す
る
齋
用
と
經
營
外

.
の
費
用
の
分
岐
、
；

(
1

1)

經
營
計
箅
と
成
果
計
箅
-<
?
:の
評
價
の
相
異
、
'(

1
1
3特
別
收
益
と
經
營
收
益
と
の
分
岐
で
あ
る
0

:
.

さ
て
本
勘
定
體
系
に
於
い
て
〇—

三
に
茧
，る
各
勘
定
.
1び
九
は
あ
ら
ゅ
る
經
營
形
歡
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
絕
對
的
性
質
の
も 

の
で
あ
る
が
、
四—

七
に
至
る
諸
勘
定
は
各
經
營
の
性
質
に
ょ
っ
て
其
の
組
織
を
異
に
す
る
も
の
'で
あ
る
が
故
に
、
こ
れ
を
そ
の
自
由 

―

に
委
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
經
營
計
算
の
行
は
る
、
に
際
し
て
は
、
第
三
組
の
原
料
は
第
五
組
計
算
勘
定
に
、
經
營
原
料
其
の
他

d
p
« 

、
 

ー
0

九

(

ニ
£'
五
ノ

拱
げ
て
實
際
利
用
者
の
便
に
供
し
て
ゐ
る
。

又
こ
の
原
則
に
則
つ
て
ゐ
る
も
の
は
一
九
三
七
年
十
一
月
に
發
表
せ
ら
れ
た
經
濟
省
指
示
の
勘
定
體
系
で
あ
る
。
そ
|1
.に
ょ
る
と
、

, 

V•
一.
.
.

'
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の
間
接
費
材
料
は
證
原
價
瞥
勘
定
に
次
い
基
五
計
齡
定
に
移
さ
れ
る
。
第

當

原
^ -
.瞥

1 &
-
定
は
賃
銀
、
.
倚
給
、
社
會
的
負 

檐

和
子

波
慑

銷

却

*

水

道

、

瓦

斯

、

電

氣

、

保險、

其
の
他
を
包
合
す
るo

典
の
勘
定
は
經
營
nf
算
に
於
い
て
は
、
計
算
勘
定
が 

利
用
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
際
、
前
掲
の
經
營
が
行
は
れ
、
こ
れ
に
ょ
つ
て
其
の
經
營
場

所

、
，

(

六)

原
價
坦
手(
七)
に
對
す
る 

額
が
決
定
せ
ら
れ
る
。
之
の
计
算
勘
定
に
於
い
て
は
直
接
賃
銀
、
直

簾

料

*

直
接
間
接
費
*
原
料
間
接
费
、
販
寶
間
接
雙
勘
定
が
設 

け
ら
れ
る
。
而
し
て
、
第
四
勘
定
の
淺
は
そ
れ
ぞ
れ
損
義
足
借
に
移
さ
れ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
原
料
勘
定
は
第
五
許
算
勘
定
借Q
 

記
入
を
以
つ
て
貸
借
相
殺
せ
ら
れ
る
。
S

塑
は
原
料
を
除
き
て
總
て
損
益
勘
定(

前
揭
第
一
項)

に
移
さ
れ
る
。
即
ち
こ
の
項
目
は 

收
益
側
に
於
け
る
項
目
は
直
接
賃
銀
と
其
の
他
總
て
の
經
營
、
管
理
、
販
賣
間
接
費
を
包
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
表
を
以
つ
て
示
す
と
前
の
如
し
。

惟
ふ
に
損
益
勘
定
に
.對
し
て
原
價
種
目
中
殊
に
所
得
に
關
係
す
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
揭
ぐ
.べ
き
を
要
す
る
は
各
經
營
の

價

値

創

造

計

 

算
を
容
易
な.
ら
し
め
、
こ
れ
を
通
じ
て
各
經
濟
群
間
の
比
較
を一

麽
合
理
的
な
ら
し
め
る
所
以
で
は
あ
る
が
、
更
に
、
經
營
統
制
や
價 

袼
政
策
の
邀
底
と
な
る
經
營
計
算
を
實
行
す
る
も
の
と
せ
ば
、
前
揭
の
如
き
勘
定
體
系
の
設
定
を
必
要
と
す
る
に
至
る
で
あ
ら
ぅ
。
本 

書
は
こ
の
外R

.K
.W

.

や

D.
V.
M.
A
.
の
勘
定
讓
に
就
い
て
麗
な
る
說
解
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
象

素

特

に

馨

の

法

意

を
 

喚
起
し
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
前
述
の
問
題
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。
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